




　『クノック』1) の初演が 1923 年 12 月 15 日。それからちょうど 26 年後の 1949 年















1)　Jules Romains : Knock （Gallimard, 1924）























































5)　Olivier Rony : Jules Romains ou l’appel au monde, p.216 （Robert Laffont, 1993）
6)　ibid., p.214




























































































































































































































ペンハイマーは 1949 ～ 50 年における水素爆弾製造の是非をめぐる論争において、
製造計画に反対した。（中略）これが当時アメリカ社会を支配した「赤狩り」のマッ
15)　Jules Romains : Passagers de cette planète, où allons-nous? (Grasset, 1955)
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エクス　言語文化論集　学部創設 70 周年記念論文集
カーシズム風潮のなかでいわゆる「オッペンハイマー事件」を起こし、彼にスパイ
嫌疑がかけられ、54 年原子力委員会は、彼が機密事項に関与することを許可しな
い決定を行った。（中略）63 年アメリカ政府は彼にフェルミ賞を授与し、反共ヒス
テリック状態でなされた 54 年の決定の非を認め、彼の名誉回復を図ったとされて
いる。」
　「その後のクノック」をオッペンハイマーと重ね合わせたい誘惑にかられそうに
もなるが、それはさておき、ジュール・ロマンが彼を訪ねたのはスパイ嫌疑がかけ
られたきわめて微妙な時期であったといえる。にもかかわらず、同行した夫人とと
もに快く自宅に招待され、オッペンハイマー夫妻から心からの歓迎を受けたようだ。
会談は打ち解けた雰囲気で行われ、ジュール・ロマンが最も尋ねたかったこと、す
なわち「科学技術の進歩の是非」についても率直な意見交換がなされた。16)
　作家が引き出した科学者の話で印象的なものをあげておこう。
　 　 　
 「（科学者を含め）専門家の養成は必要だが、それ以前にしっかりした人間教育が不
可欠である。人間として基本的に身につけておくべき事柄は、専門や技術よりもは
るかに重要である。」
 「（反近代主義＝進歩しすぎた科学技術の利便性を犠牲にしてでも昔の生活に戻ろう
という考え方）に対しては必ずしも賛成できない。むしろ、科学技術の平和的利用、
飢餓や貧困に苦しむ人々のために科学技術が何をなし得るかを考えるべきだ。」
　『ニッポニカ』から再び引用すると、
　 　 　
 「彼は芸術、哲学を愛し、つねに科学と人類の文化の関係に心を砕いた。その魅力
的な人格とたぐいまれな才能に恵まれた人物がたどった劇的で波瀾に富んだ生涯と
核兵器に対する苦悩は、そのまま今日の社会と科学の関係を象徴するものといえ
16)　ibid., pp.183-197
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加藤：その後のクノック
る。」
　オッペンハイマーとの会談は、おそらく科学者と作家という立場を超えてジュー
ル・ロマンに深い感銘を与えたであろうことは容易に想像される。
　『クノック』と『クノック博士の奥義・断章』、登場する二人のクノックを同列
に論じることはできないが、少なくとも後者を検証することによって、『クノック』
の隠し絵というわたしの仮説は多少とも補強されたのではないだろうか。（おわり）
